
 

新
居
浜
市
文
化
体
育
振
興

事
業
団
職
員
労
働
組
合
（
近

藤
委
員
長･

写
真
右
）
と
新

居
浜
市
社
会
福
祉
協
議
会
職

員
労
働
組
合
（
石
井
委
員
長

･

写
真
左
）
は
合
同
で
『
み

ん
な
の
助
け
合
い
・
共
済
実

感
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
』
に
と
り

く
み
ま
し
た
。
３
月
末
時
点

で
組
合
員
９
割
の
加
入
協
力

が
あ
り
、
う
ち
健
康
告
知
該

当
者
７
人
の
加
入
条
件
を
ク

リ
ア
。
石
井
委
員
長
は
「
助

け
あ
い
と
い
う
こ
と
で
、
み

な
さ
ん
快
く
協
力
し
て
く
れ

ま
し
た
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

新
居
浜
清
掃
労
組
は
４
月

22
日
、
組
合
員
親
睦
を
兼
ね

た
「
自
治
労
連
共
済
説
明
会
」

を
開
催
し
22
人
の
組
合
員
が

参
加
。
杉
田
委
員
長
か
ら

「
前
委
員
長
が
退
職
し
、
突

然
私
に
『
委
員
長
』
の
話
が
。

勤
務
時
間
が
バ
ラ
バ
ラ
で
普

段
話
す
こ
と
も
な
い
職
員
同

士
親
し
く
な
れ
る
職
場
を
つ

く
り
た
い
と
引
き
受
け
た
。

み
な
さ
ん
の
協
力
も
あ
り
、

１
月
か
ら
組
合
員
が
３
倍
に

増
え
た
こ
と
を
感
謝
し
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
。
続
い
て
県
本

部
役
員
が
『
共
済
実
感
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
』
を
説
明
。
「
組

合
員
み
ん
な
が
参
加
す
る
こ

と
で
、
健
康
告
知
で
民
間
生

保
に
加
入
で
き
な
い
方
で
も

加
入
で
き
る
制
度
。
労
働
組

合
が
最
も
大
切
に
し
て
い
る

『
助
け
あ
い
』
に
ぜ
ひ
参
加

を
」
と
よ
び
か
け
ま
し
た
。

そ
の
後
の
「
懇
親
会
」
は
大

盛
り
上
が
り
、
あ
る
参
加
者

は
「
半
年
前
に
新
居
浜
清
掃

企
業
で
働
き
始
め
た
ば
か
り
。

前
の
職
場
に
『
組
合
』
は
な

く
、
よ
く
わ
か
ら
な
か
っ
た

が
、
こ
う
し
た
集
ま
り
が
あ

る
の
は
嬉
し
い
」
と
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

■
人
事
院
は
、
国
家
公
務
員

の
給
与
改
定
の
基
礎
資
料
と

な
る
民
間
給
与
実
態
調
査

（
民
調
）
を
５
／
１
～
６
／

16
ま
で
の
日
程
で
実
施
す
る
。

国
家
公
務
員
の
月
例
給
と
ボ
ー

ナ
ス
（
期
末
・
勤
勉
手
当
）

は
と
も
に
過
去
３
年
連
続
で

引
き
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
４

年
連
続
で
「
プ
ラ
ス
勧
告
」

が
出
る
か
ど
う
か
が
焦
点
と

な
る
。
今
年
の
民
間
の
春
闘

は
、
平
均
賃
上
げ
率
（
定
昇

含
む
）
が
２
・
01
％
で
、
昨

年
の
２
・
05
％
よ
り
伸
び
率

が
縮
小
。

■
人
事
院
の
担
当
者
は
、
民

間
の
春
闘
の
傾
向
に
つ
い
て

「
大
企
業
よ
り
中
小
の
方
が
、

人
材
不
足
を
背
景
に
回
答
額

が
伸
び
て
い
る
」
と
分
析
。

こ
の
た
め
、
各
団
体
に
よ
る

調
査
結
果
に
関
し
て
「
若
干

昨
年
よ
り
低
い
数
字
と
な
っ

て
い
る
が
、
調
査
対
象
の
企

業
の
規
模
な
ど
に
よ
り
結
果

が
変
わ
っ
て
く
る
」
と
慎
重

に
見
極
め
て
い
る
。

（
４
／
18
『
官
庁
速
報
』
抜
粋
）

（１） 第４８４号
自 治 労 連 愛 媛 ２０１７年 ５月１５日

第 ４８４ 号

日 程

【５月】
17 県本部拡大執行委員会
17 県自治体問題研究所総会
21 保育部会幹事会

21（日）～6/4（日）
平和行進in愛媛
23（火）～24（水）
夏季統一要求提出
25 夏季要求中央行動（東京）
27 自治労連全国将棋大会

四国ブロック予選
27 女性部幹事会
【６月】
２ 県一般ココロ分会総会
２ 全国公企青年のつどい

（名古屋～３）
３ 医療介護評総会（内子）
４ 「地方創生・地方分権」
総務省・内閣府要請（東京）

７ 西予市職労定期大会
８ 東予総支部代表者会議
10 四国Ｂ青年部ドキワクジャ

ンボリー（高知～11）
10 自治労連現業評全国学習

交流集会（福島～11）
11 えひめ母親大会（東温）

■「労働時間の適正管理」が社会全体の課題となっています。『電通』では労基署が「違法残業」を強制

捜査、『三菱電機』では労基署が「違法残業容疑」で書類送検、『関西電力』は未払い残業17億円・

１万３千人分支払い、『ヤマト運輸』は未払い残業190億円・４万７千人分支払い、『京都・東本願

寺』は僧侶２人に時間外手当未払い660万円支払い。厚生労働省は１／20『長時間労働是正のガイド

ライン』を通達し、「使用者は、労働時間を適正に把握するなど労働時間を適切に管理する責務を有し

ている」「使用者は、労働者が自己申告できる時間外労働の時間数に上限を設け、上限を超える申告を

認めない等、労働者による労働時間の適正な申告を阻害する措置を講じてはならない」としています。

4.26伊予市職労 4.25内子町職 4.12津島吉田病院局労組 4.18西条市職労

4.13内子社協労組 4.26西予市職労 4.19新居浜水道労組

4.7四国中央市職労 4.28今治市職 4.17・18・21市立宇和島病院労組

4.20新居浜市職労



 

５
月
１
日
、
全
県
で
メ
ー

デ
ー
集
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

「
宇
和
島
地
域
メ
ー
デ
ー
」

は
、
宇
和
島
市
役
所
前
広
場

で
集
会
を
行
い
、
「
憲
法
の

改
悪
反
対
！
医
師
・
看
護
師

増
や
せ
！
」
な
ど
の
シ
ュ
プ

レ
ヒ
コ
ー
ル
を
あ
げ
な
が
ら
、

市
内
を
行
進
し
ま
し
た
。

「
内
山
地
区
統
一
メ
ー
デ
ー
」

は
、
内
子
町
豊
秋
河
原
に
内

子
町
職
な
ど
が
集
ま
り
大
会

を
開
催
。
「
メ
ー
デ
ー
宣
言
・

ス
ロ
ー
ガ
ン
」
を
確
認
、
各

団
体
が
決
意
表
明
。
豊
秋
河

原
か
ら
知
清
橋
ま
で
約
３
キ

ロ
を
歩
き
、
訴
え
ま
し
た
。

５
月
３
日
、
愛
媛
県
民
文

化
会
館
で
の
「
愛
媛
憲
法
集

会
」
に
１
２
０
０
人
が
参
加
。

記
念
講
演
で
は
内
田
樹
さ
ん

（
神
戸
女
学
院
大
学
）
が

「
戦
争
放
棄
や
戦
力
不
保
持

を
か
か
げ
る
『
憲
法
９
条
』
、

日
本
が
戦
後
72
年
間
貫
い
た

『
平
和
主
義
』
を
守
っ
て
ほ

し
い
と
考
え
て
い
る
国
は
世

界
中
に
た
く
さ
ん
あ
る
」
と

訴
え
ま
し
た
。

集
会
前
段
に
は
『
平
和
の

ひ
ろ
ば
』
が
開
催
さ
れ
、
エ

ン
デ
ィ
ン
グ
で
は
『
平
和
の

う
た
ご
え
』
で
、
曽
根
て
る

代
さ
ん
（
松
山
市
職
労
）
の

独
唱
、
『
青
い
空
は
』
な
ど

が
合
唱
さ
れ
ま
し
た
。

４
月
23
日
、
朝
日
保
育
園

で
の
「
愛
媛
保
育
問
題
研
究

会
総
会
」
に
約
40
人
が
参
加
。

「
こ
ん
な
に
も
面
白
く
、
こ

ん
な
に
も
大
変
な
『
保
育
』

と
い
う
仕
事
―
だ
か
ら
続
け

て
、
だ
か
ら
広
げ
て
、
だ
か

ら
深
め
て
」
と
題
し
、
姫
田

史
さ
ん
（
元
こ
ぶ
し
保
育
園

園
長
）
が
記
念
講
演
。
先
生

が
現
場
で
学
ん
だ
『
食
』

『
命
』
『
平
和
』
な
ど
の
話

か
ら
、
子
ど
も
の
命
を
守
る

た
め
に
学
び
、
保
育
に
何
が

必
要
か
見
極
め
よ
う
と
話
さ

れ
ま
し
た
。
「
総
会
」
で
は

方
針
・
予
算
・
新
役
員
を
満

場
一
致
で
採
択
。

続
く
「
『
第
20
回
四
国
保

育
合
研
』
第
１
回
愛
媛
実
行

委
員
会
」
（
２
０
１
８
年
５

月
26
～
27
日
、
新
居
浜
市
開

催
）
で
は
、
山
本
万
喜
雄
実

行
委
員
長
や
事
務
局
体
制
を

確
認
。
新
田
保
育
園
や
朝
日

保
育
園
が
核
を
担
い
な
が
ら
、

各
地
域
保
問
研
や
県
本
部
各

単
組
な
ど
に
広
げ
る
こ
と
、

愛
媛
実
行
委
員
会
で
第
20
回

に
ふ
さ
わ
し
い
集
会
に
し
よ

う
と
確
認
し
ま
し
た
。

４
月
22
～
23
日
「
長
時
間

労
働
Ｎ
Ｏ
！
人
員
増
や
し
て
、

い
い
仕
事
が
し
た
い
！
自
治

労
連
『
予
算
人
員
闘
争
』
全

国
交
流
集
会
」
（
静
岡
県
）

に
全
国
１
８
０
人
が
参
加
。

「
社
会
全
体
で
『
働
き
方
』

が
問
わ
れ
、
自
治
体
職
場
で

も
長
時
間
労
働
と
人
員
不
足

が
深
刻
化
す
る
な
か
、
職
場

の
声
を
し
っ
か
り
取
り
上
げ
、

超
勤
縮
減
・
人
員
増
を
め
ざ

す
要
求
活
動
の
前
進
」
を
め

ざ
し
、
全
国
の
と
り
く
み
を

交
流
し
学
習
し
ま
し
た
。
新

居
浜
市
職
労
・
高
橋
委
員
長

が
「
今
年
４
月
の
正
規
９
人

増
員
、
育
休
取
得
者
の
代
替

６
人
正
規
配
置
」
に
つ
い
て

発
言
し
ま
し
た
。

４
月
19
日
午
前
、
市
職
評

議
会
は
西
条
市
役
所
で
「
県

市
長
会
長
あ
て
要
請
書
」
を

提
出
（
写
真
）
。
市
長
会
事

務
局
長
な
ど
が
対
応
。
「
技

術
職
な
ど
辞
退
も
あ
り
職
員

採
用
に
苦
労
」
「
管
理
職
が

部
下
の
業
務
量
や
労
働
時
間

を
把
握
し
、
業
務
分
担
や
人

員
配
置
の
検
討
が
必
要
」
な

ど
表
明
が
あ
り
ま
し
た
。

午
後
、
町
村
職
評
議
会
は

県
自
治
会
館
で
「
県
町
村
会

長
あ
て
要
請
書
」
を
提
出
。

町
村
会
事
務
局
長
ほ
か
２
人

が
対
応
。
「
人
員
増
」
「
労

働
時
間
の
適
正
把
握
」
を
要

請
し
、
「
毎
年
９
町
合
同
新

採
研
修
を
実
施
し
て
い
る
。

採
用
は
若
干
増
、
新
卒
で
な

く
社
会
人
経
験
者
が
多
い
」

な
ど
表
明
が
あ
り
ま
し
た
。

■
新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
て

全
力
疾
走
し
す
ぎ
た
の
か
、

か
な
り
失
速
し
て
し
ま
い
ま

し
た
。
何
事
も
ほ
ど
ほ
ど
が

い
い
で
す
ね
…
。

（
伊
予
・
家
藤
）

■
今
年
は
桜
の
開
花
が
ゆ
っ

く
り
だ
っ
た
の
で
入
学
式
な

ど
に
ぎ
や
か
で
し
た
ね
。
よ

か
っ
た
よ
か
っ
た
。

（
周
桑
病
院
・
大
西
）

■
新
採
用
の
各
職
種
の
人
た

ち
の
緊
張
し
た
表
情
を
見
受

け
る
に
つ
け
、
改
め
て
初
心

貫
徹
し
て
も
ら
い
た
い
と
思

う
今
日
こ
の
頃
で
す
。
新
人

ナ
ー
ス
た
ち
、
ど
う
か
辞
め

な
い
で
、
と
エ
ー
ル
を
送
り

た
い
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で

す
。（

宇
和
島
病
院
・
西
村
）

■
10
年
ぶ
り
位
で
し
ょ
う
か
？

月
給
に
し
て
３
千
円
上
が
り

ま
し
た
。
し
か
し
異
動
し
た

場
所
に
よ
っ
て
は
、
月
５
千

円
出
し
て
駐
車
場
を
借
り
た

り
し
て
理
不
尽
な
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
３
千
円
ア
ッ
プ
は

素
直
に
喜
べ
ま
せ
ん
。
最
近

で
は
、
自
分
の
食
費
を
減
ら

し
て
生
活
し
て
い
ま
す
。

（
今
治
一
般
・
越
智
）

■
大
恩
人
で
も
あ
る
知
人
が

逝
っ
て
し
ま
っ
た
。
ま
だ
61

歳
で
あ
っ
た
。
私
は
若
く
し

て
両
親
と
も
亡
く
し
て
い
る

の
で
、
そ
ん
な
に
歳
が
違
わ

な
い
こ
と
が
、
ま
る
で
兄
弟

の
よ
う
な
思
い
が
し
て
な
ら

な
か
っ
た
。
寂
し
す
ぎ
る
ほ

ど
早
い
死
で
あ
る
。
知
人
の

分
ま
で
し
っ
か
り
と
歩
き
続

け
る
こ
と
が
、
せ
め
て
も
の

供
養
に
な
る
と
信
じ
て
、
生

き
て
い
か
な
け
れ
ば
と
感
じ

て
い
る
。

（
四
国
中
央
・
笹
本
）

自 治 労 連 愛 媛
（２）第４８４号 ２０１７年 ５月１５日

■
４
８
２
号
の
パ
ズ
ル
の
答

え
は
「
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
」

で
し
た
。
正
解
は
７
通
で
し

た
。
正
解
者
の
な
か
か
ら
５

人
の
方
に
図
書
カ
ー
ド
を
進

呈
い
た
し
ま
す
。
（
敬
称
略
）

小
林

弘
樹
（
津
島
吉
田
）

越
智

紀
幸
（
今
治
一
般
）

中
村

崇
志
（
松

山
）

西
原
の
り
子
（
新
居
浜
）

西
村

恵
美
（
宇
和
島
）

【
応
募
方
法
】
パ
ズ
ル
の
解

答
、
氏
名
、
住
所
、
単
組
名

を
忘
れ
ず
に
。
ま
た
、
余
白

に
紙
面
の
感
想
、
職
場
や
家

庭
で
の
出
来
事
な
ど
を
お
書

き
く
だ
さ
い
。
正
解
者
の
な

か
か
ら
５
人
の
方
に
図
書
カ
ー

ド
を
進
呈
い
た
し
ま
す
。

【
送
り
先
】
自
治
労
連
愛
媛

県
本
部
パ
ズ
ル
係

〒
７
９

０
‐
０
０
０
３

松
山
市
三

番
町
８
丁
目
10
‐
２
（
Ｆ
Ａ

Ｘ
、
メ
ー
ル
も
可

１
面
題

字
下
に
記
載
）

【
締
切
り
】
６
月
27
日
【
発

表
】
４
８
６
号
（
７
月
号
）

出題者 堀川孝行

【ヨコのカギ】
①選び出して一覧表にすること。

候補を○○○○○○する

④今回「答え」の最もポピュラーな味

⑦○○○○販売、○○○○教育、○○○○簿

⑧随筆。○○○○スト。最後を伸ばす言い方

もある

⑨一つの方向。○○○○通行

【タテのカギ】
①芸能人、ぺこ＆○○○○○○

②布などを水蒸気が通り抜ける性質

③＠＝ア○○マーク

⑤「横溢／汪溢」の読み方は？

⑥丸い筒。○○○○形

マ
ス
目
を
埋
め
、
二
重
枠
の
７
文
字
で
、

話
題
に
な
っ
て
い
る
食
べ
物
に
し
て
下
さ
い
。

お
た
よ
り

あ
り
が
と
う


